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D-CERNO AE 1.5.2 
WHAT’S NEW 

●​ D-Cerno AE で音声を録音できるようになりました。録音は中央ユニットの Record ボタン、または Operator／

Chairperson／Technician ページの Record ボタンから開始できます。録音先は外部 USB ドライブと本体内蔵スト

レージのどちらも選択可能です。 

●​ Operator と Chairperson ページに、従来のリストビューに加えてシノプティックビュー（座席配置図）を並べて表

示できるようになりました。このシノプティックビューの設定は Technician ページで行います。 

●​ Technician ビューのルームマネージャーから各座席にラベルを追加できるようになりました。これらのラベルはシ

ノプティックビューでデバイス識別に用いられます。 

●​ D-Cerno NEXT デバイスをアップデートしてネットワークを最大 250 台まで拡張できるようになりました。 

●​ ネットワークセキュリティ向上のため 802.1x 認証に対応しました。 

IMPROVEMENTS 

●​ Technician は再起動、ネットワーク設定のリセット、ファクトリーリセットを実行できるようになり、Plixus と同

等の動作にそろえました。 

●​ ライセンスを削除する際に確認ポップアップが表示され、誤って削除することを防ぎます。 

●​ Audio Configurator にアクティブプリセットと、システム／カスタム各プリセットの概念を導入しました。システム

プリセットへ変更を保存できるほか、タブを移動せずにルーティングを変更できます。 

●​ Operator と Chairperson ビューから Next-in-line ボタンを使用できるようになりました。 

FIXED ISSUES 

●​ Operator と Chairperson ビューからリクエストリストにデリゲートを追加できるようになりました。 

●​ D-Cerno NEXT デバイスをネットワークに接続する際、Devices ページが自動更新されずページを再読み込みする必

要があった問題を修正しました。 

●​ CRP 1.4 で D-Cerno NEXT が Room Manager で誤ったシート番号に割り当てられる問題を修正しました（CRP 1.5.0 

で解決）。NEXT デバイス入りシステムをアップデートする場合は、NEXT デバイスを切断 → Devices ページでオフ

ラインデバイスを削除 → CRP 1.5.0 にアップデート → NEXT デバイスを再接続、の手順で行ってください。 

KNOWN LIMITATIONS ON 1.4 

●​ ネットワーク設定で無効なサブネットマスクを入力してもシステムが受け付けて中央ユニットに適用してしまいま

す。その結果、中央ユニットの IP アドレスが変更され、正しい IP では検出できなくなります。復旧にはリセットが

必要です。 
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D-CERNO AE 1.4.0 
WHAT’S NEW 

●​ 会議ユニットのヘッドフォンジャックが、アドバンスドオーディオコンフィギュレーターにおいて出力ソースとして

選択できるようになりました。 

●​ VIPモードが役割として追加されました。参加者ユニットおよび議長ユニットは、ルームコンフィギュレーターから

昇格または降格させることができます。 

●​ 各マイクの感度を個別に調整できるようになりました。 

●​ オペレーター/議長ページから参加者ユニットをリクエストリストに追加することが可能になりました。 

IMPROVEMENTS 

●​ ユニットがゴールデンモードの場合、デバイス概要ページに「Recovery」と表示されるようになりました。 

FIXED ISSUES 

●​ 座席配列変更時のオーディオおよび動作の問題を修正しました。 

●​ オーディオ設定が不正の場合に通知する機能を追加しました。 

●​ アップデートページのフィードバックを改善しました。 

●​ AES67モードにおけるレイテンシとオーディオの安定性を改善しました。 

●​ 座席配列変更機能の堅牢性を改善しました： 

○​ 適用された変更を確認するためにリフレッシュする必要がなくなりました。 

○​ ハンズフリーマイクモード中でも座席の並び替えが可能になりました。 

●​ FLOOR INからFLOOR LSに接続するノードがない状態でミックスマイナスチャンネルが有効なカスタム構成を保存す

る際に、警告を追加しました。 

●​ Dante ControllerにD-Cernoが複数回表示される問題を修正しました 

KNOWN LIMITATIONS 

●​ スピーカーやヘッドフォンがないユニットも、オーディオルーティングでアドレス指定可能です 

 

D-CERNO AE 1.3.1 
WHAT’S NEW 

●​  ハンズフリーモードにおけるスピーカー検知機能が追加されました。 

FIXED ISSUES 

●​ ハンズフリーモードでのゲインシェアリングに関する不具合を修正しました。 

KNOWN LIMITATIONS 

●​ カスタム構成において、FLOOR IN から FLOOR LS へ接続するノードが存在しない場合、mix-minus チャンネルを有

効にすることができません。 

●​ 座席を並び替えた際、変更が反映されるまでにリフレッシュが必要な場合があります。 

●​ ハンズフリーモードで座席を並び替えると、話者検知やオーディオに問題が発生する可能性があります。座席の並び

替えは、他のマイクモードで行うか、ハンズフリーモードで並び替えた後にシステムを再起動することを推奨しま

す。 
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D-CERNO AE 1.3.0 
WHAT’S NEW 

●​ AES67インテグレーション（D-Cerno Advancedライセンスでのみ利用可能） 

●​ DSPモード（D-Cerno Advancedライセンスでのみ使用可能） 

●​ カスタムオーディオルーティング（D-Cerno Advancedライセンスでのみ使用可能） 

●​ マルチチャンネルUSB（D-Cerno Advancedライセンスでのみ使用可能） 

●​ マイクコントロール付きオペレーター＆議長ビュー（D-Cerno Advancedライセンスでのみ利用可能） 

●​ Confero API 

KNOWN LIMITATIONS 

●​ 拡張電源管理（Wake-on-LAN、オートパワーオン、ECOモード）未対応 

●​ 録音機能（内蔵ストレージ、外付けフラッシュドライブ）未対応 

●​ ハンズフリーモードでのスピーカー検出 未対応 

●​ 電源オン/オフボタンはまだ機能していません 

●​ 録音ボタンはまだ機能していません 

●​ カスタムコンフィギュレーションでFLOOR INとFLOOR LSを接続するノードがなければ、ミックスマイナスチャンネ

ルを有効にすることはできません 

●​ 座席の並び順が変更された場合、変更を表示するためにブラウザのリフレッシュが必要な場合があります 

 

D-CERNO AE 1.2.0 
WHAT’S NEW 

●​ シングルチャンネルUSB接続 

●​ 統合ウェブサーバー 

●​ 技術者ダッシュボードへのクイックリンクの追加 

●​ 自動デバイス検出 

●​ 4つのマイクモード：直接話、リクエスト、グループ、ハンズフリー 

●​ 4つのオーディオプリセット：通常、遠隔会議、ハイブリッド会議、外部イコライザー 

●​ 技術者ロールのパスワード管理 

●​ DHCPの有効化/無効化によるネットワーク設定 

●​ カメラプロトコルの設定 

KNOWN LIMITATIONS 

●​ AES-67およびマルチチャンネルUSBインテグレーション未対応 

●​ 拡張電源管理（Wake-on-LAN、オートパワーオン、ECOモード）未対応 

●​ 録音機能（内部ストレージ、外部フラッシュドライブ、マルチチャンネルUSB接続によるPC）は未実装 

●​ スピーカー検出によるハンズフリーモード未対応 

●​ DSPモードは未対応 

●​ カスタムオーディオ未対応 
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●​ 電源オン/オフボタンはまだ機能していません 

●​ 録音ボタンはまだ機能していません 
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